
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

東京会場 5 月 17 日（月） 14：00～16：30 アルカディア市ヶ谷 各線「市ケ谷」駅 徒歩 2分 
 

受付は、セミナー開始 15分前から開始します。 講師は、稲葉 人司（株式会社ヒューマン・リンク代表取締役） 

参加費は 1名様につき 1万円（税込）。 セミナー当日に現金にてお支払い願います。 
 
 

---申し込み用紙--- 

□東京会場 令和 3 年 5月 17 日（月） 

貴校名                        TEL； FAX  

ご参加者                      お役職；  MAIL  

ご参加者                      お役職；  MAIL  

 

私学のための特色化・魅力化セミナー 株式会社ヒューマン・リンク 

 

 

 

 

 

株式会社ヒューマン・リンク 京都市中京区 

TEL.075-212-7015 FAX.075-212-7016 

切り離さずそのままファックス下さい 【FAX.075-212-7016】 ヒューマンリンク学校教育部 

概要 

 

突然ですが、先生方にお聞きします。 

「生徒を伸ばすために本当にやってあげたいことをどれだけ実践できていますでしょうか。」 

学校が真に納得する実践ができているよといえる学校はあまり多くないのではないかと想像

します。このように申しますのは、私共が学校訪問させていただいても、①時流に流されずに、本

当にやってあげたいことを見極めている②うまくいかなければその都度軌道修正している③学校

判断が教員発想（視点・都合）になっていないかをいつも点検している④方針で終わらずに、方針

が実現すると思われる具体的な取り組みを必ず編み出し⑤それを実行している、というような学校

にお会いするのは稀にしかないからです。反対に、このような状態になっている学校は３年や６

年という年月を待たず、本当にやってあげたいことを始めた時点で生徒募集面、生徒や教員の

目の色の変化、などの成果が出始めます。上記①～⑤のポイントをもつ学校は日常がとても大変

だけれどかえって充実するからであろうと思われます。 

今回テーマのスクール・ポリシー（アドミッション・カリキュラム・ディプロマの各ポリシー）の義

務化は「われわれが本当にやってあげたいことは何だろうか」を教員個人でなく学校で考え直す

絶好のタイミングであろうと思われます。そしてこれら各ポリシーは（ポイントを押さえて、本気で

策定されたものならば）、貴校の充実感をより高みへと導いてくれるのではないでしょうか。 

義務化されるから重い腰をあげるのではなく、チャンス到来ととらえて学校が真に生まれ変わ

りましょう。みなさまのご参加をお待ち申し上げております。 

 

 

文部科学省において検討が進められている 

『高等学校におけるスクール・ポリシー義務化』 
に対応するだけでなく、それを追い風とし学校の魅力化を促進する施策を検討します 

 

 

私学は今、進学実績が伸びてい「ない」のに、危機意識もあまり「ない」 

 

 

 

 

 

本セミナーは、この状況をなんとか打開するために企画しました。テーマは 

 

 

 

 

 

（このままでは『入りたい学校』として認知されずに埋没していくかも、と不安をおぼえます。） 

 

 

 

 

 

先着 10校限定 

政府・自治体のガイドラインを基に、安全を確保し開催いたします。 ①マスク着用の徹底 

②体温測定を実施 ③ソーシャルディスタンスの徹底 ④会場入口に消毒液を設置 

コロナ感染拡大防止対策 

満席御礼 


